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��ADRC地域協力プロジェクト開始地域協力プロジェクト開始地域協力プロジェクト開始地域協力プロジェクト開始 
（ネパール・カンボジア）（ネパール・カンボジア）（ネパール・カンボジア）（ネパール・カンボジア） 

  
  アジア防災センターでは、メンバー国の防災活動を支援すると
ともに、そこから得られた教訓をアジア地域で共有することを目
的に、１万ドル程度の小規模地域協力プロジェクトを新たに開始
することとしました。今年度は、ネパール・カンボジア・インド
ネシア・スリランカの４ヶ国が対象です。9/12～9/20にかけて青
田良介管理課長兼主任研究員がネパール、カンボジア両国を訪問
し、実施にあたっての取り決め及び現地災害事情の調査を行いま
した。 
    
1)1)1)1)ネパールネパールネパールネパール    

  内務省災害対応セク
ションを訪問し、防災普
及啓発のための協力プ
ロジェクトを行うこと
で合意しました。具体的
には全国75地域から10
地域を選び出し、うち地
滑り又は洪水に見舞わ
れやすい計20村で、警
察職員や学校長等地域

リーダーに対する研修プログラムを行います。さらに、ラジオ放
送やパンフレットを用いての全国的な啓発活動も実施します。 
  ネパールは今夏多くの地滑り、洪水が発生しました。山に囲ま
れ交通通信が不自由で識字率も低いことから、普及啓発を通じて
国民に防災への知識・理解が深まることが期待されています。 

    
2)2)2)2)カカカカンボジアンボジアンボジアンボジア    
 
 災害対応委員会を訪問
しました。現在もメコン川
等の主要河川が氾濫して
おり、首都プノンペンをは
じめ各地域で家屋、農地等
が浸水し、市民生活に多大
な影響を及ぼしています。 
 同国では治安の安定に
伴い95年より災害対応委
員会が活動を開始しまし
たが、防災への人材育成が急務であり、地方政府職員を中心とし
た防災訓練のための協力プロジェクトを実施することとなりまし
た。今年度は主要河川流域の３州を選び、人材開発のためのプロ
グラムを行います。 

 
 アジア防災センターでは引き続きインドネシア、スリランカも
訪問し、具体的なプロジェクトを推進する予定です。これら４プ
ロジェクトは、12 月の ADRC 国際会議で進捗状況を他のメンバー
国に紹介するとともに、来春には具体的な成果を報告書及びADRC
ホームページにまとめ、メンバー国での先進事例として、アジア
地域をはじめ広く世界中に発信する予定です。 

 

��第３回アジア防災センター国際専門家会議第３回アジア防災センター国際専門家会議第３回アジア防災センター国際専門家会議第３回アジア防災センター国際専門家会議    

 アジア防災センターでは、1999年2月、12月に引き続き、各国
防災担当者・専門家を招聘した第３回専門家会議を下記のとおり
開催します。防災分野における特定課題の検討、ニーズ・シーズ
の把握、防災情報の交換・共有を進めるとともに、各国担当部局
との信頼関係をより強固なものとし、多国間防災協力推進などの
今後の活動に反映させていくことを目的としています。 
日時：日時：日時：日時：平成12年12月5日（火）～6日（水） 
会場：会場：会場：会場：ひょうご国際交流プラザホール(兵庫県神戸市) 
   （国際健康開発センタービル3階） 
参集者：参集者：参集者：参集者：アジア防災センターメンバー国、アドバイザー国、お

よびオブザーバーの行政実務担当者、関係国際機関など 
プログラム：プログラム：プログラム：プログラム：    
    キー・ノート・スピーチ、各国出席者レポート 
    セッション１「アジア地域における防災協力の推進」 
 セッション２「最近の災害から学ぶ国際緊急援助」 
 セッション３「防災情報の共有化の推進」 
使用言語：使用言語：使用言語：使用言語：英語のみ 
 ＊詳細は下記アジア防災センターまでお問い合わせください。 
 

��アジアにおける最新災害情報アジアにおける最新災害情報アジアにおける最新災害情報アジアにおける最新災害情報    

��鳥取西部地震（日本）鳥取西部地震（日本）鳥取西部地震（日本）鳥取西部地震（日本）    
    
 2000年10月6日13時30分（GMT 4：30）頃、鳥取県西部に
おいて震度６強（マグニチュード 7.3）の地震が発生しました。
震源が人口の少ない山間部であったことに加え、地盤が固かった
ことなどから、規模と比較して過去の大地震ほどの甚大な被害は
出ていません。 
  しかしながら震源となった鳥取県では、死者はありませんでし
たが、負傷者97名、全壊家屋99棟、半壊および一部損壊家屋約
3,000棟の被害があった他、125箇所の崖崩れ、道路・港湾施設の
損壊などが報告されています。（10月12 日9時現在） 
  地震予知連絡会は、10日記者会見で「西日本は地震の活発な時
期に入った可能性が高いので、注意が必要だ」と語っています。 
 

土砂崩れ復旧後の谷合い道路を擦れ違うバス

農地が水没し、土のうで道路部分を確保
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